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1. 2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 10,469 △6.4 21 ― △46 ― △138 ―

2025年3月期第1四半期 11,184 3.9 △275 ― △47 ― △219 ―

（注）包括利益 2026年3月期第1四半期　　△543百万円 （―％） 2025年3月期第1四半期　　37百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 △10.29 ―

2025年3月期第1四半期 △16.27 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 34,651 9,288 26.8

2025年3月期 37,397 10,098 27.0

（参考）自己資本 2026年3月期第1四半期 9,288百万円 2025年3月期 10,088百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

2026年3月期 ―

2026年3月期（予想） 0.00 ― 13.00 13.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 4.7 1,200 221.2 950 171.1 450 ― 33.39

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 2 社 （社名）
株式会社CYBER DREAM及

び株式会社アイネッツコム
、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に

　　特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期1Q 21,063,240 株 2025年3月期 21,063,240 株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Q 7,586,242 株 2025年3月期 7,586,242 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Q 13,476,998 株 2025年3月期1Q 13,477,003 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

テクノホライゾングループは、グローバルに「人と社会に貢献する」というミッションを掲げています。そのビ

ジョンは、映像＆ＩＴとロボティクスで豊かな社会を実現するグローバルカンパニーを目指すものです。人と技術

が共存する未来を描き、「人々が安心して学び、働き、そして暮らせる持続可能な社会」の実現を目指していま

す。

また、重点市場を従来の「教育」「安全・生活」「医療」「ＦＡ」から、新たな視点で「教育ＩＣＴ」「企業・

自治体ＤＸ」「ＦＡロボット」「ビジョンシステム」へと再編しました。

・教育ＩＣＴ （Information and Communication Technology：情報通信技術）

多様な子どもたち一人ひとりに合わせた学びが求められる中、ＩＣＴ機器や学習支援システムを通じて、教

育現場の質の向上を支援し、未来の人材育成を支えます。

・企業・自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション：デジタル技術で業務や価値を刷新）

仕事の価値を高め、効率的かつ安全な運営や、サービスのクオリティ向上に貢献します。

・ＦＡ（ファクトリー・オートメーション：工場の自動化）ロボット

高い品質と生産性の両立が求められ、精密制御や検査技術を活用することで、課題解決に取り組みます。

・ビジョンシステム

人の目では捉えきれない情報を映像技術とＡＩで可視化し、迅速かつ正確な判断を支援することで、より良

い社会インフラを支えます。

これらの注力分野の事業強化を目的に、Ｍ＆Ａや事業・組織の最適化を推進し、企業価値の最大化に向けて挑戦

し続けます。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高10,469百万円（前年同四半期比6.4％減）と

なりました。利益面では、利益率の改善や経費削減が進み、営業利益21百万円（前年同四半期は営業損失275百万

円）となりました。営業外費用では、為替が円高に進んだことで為替差損を108百万円計上したことにより、経常

損失は46百万円（前年同四半期は経常損失47百万円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損失は、税金

費用93百万円の計上により138百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失219百万円）となりまし

た。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①　映像＆ＩＴ事業

国内教育市場における電子黒板や書画カメラの販売は、文部科学省が2019年に開始したＧＩＧＡスクール構想

（生徒一人に一台のコンピューターと高速ネットワーク環境の整備を目指す）の一環として導入された機器の更

新需要によって、利益率の改善に寄与しました。また、販管費の削減も進み、収益性も向上しました。今後、更

新需要の拡大が見込まれることから、ＧＩＧＡスクール構想第２期を見据え、活動の一層の強化を図ってまいり

ます。

一方海外では、シンガポールやマレーシアでサイバーセキュリティのディストリビューター事業 を行う

Pacific Tech Pte. Ltd.及びＡＳＥＡＮでオフィスソリューションを提供するESCO Pte. Ltd.は、前年同四半期

並みに推移しました。

これらの結果、映像＆ＩＴ事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は7,801百万円（前年同四半期比

4.5％増）、営業利益は177百万円（前年同四半期は営業損失86百万円）となりました。

②　ロボティクス事業

国内のＦＡ関連機器販売は、中国経済の後退と設備投資意欲の減退の影響を受け、量産が縮小し売上高は前年

同四半期比で減少しました。しかしながら、採算性の高い製品構成への転換により、粗利益率が改善しました。

また、販管費の削減もあり、赤字幅が縮小しました。

一方で、前期に開発が遅れた半導体製造向けハイエンドＸ線検査装置の出荷を開始しました。今後は受注拡大

に注力してまいります。

これらの結果、ロボティクス事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は2,667百万円（前年同四半期

比28.3％減）、営業損失は157百万円（前年同四半期は営業損失188百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は25,938百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,321百万円

減少いたしました。これは主に現金及び預金が1,320百万円、電子記録債権が90百万円、商品及び製品が464百万

円、仕掛品が259百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が3,882百万円、原材料及び貯蔵品が80百万円、流

動資産の「その他」が503百万円減少したことによるものであります。固定資産は8,712百万円となり、前連結会

計年度末に比べ424百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が25百万円、無形固定資産が212百万円、

投資その他の資産が186百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は34,651百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,745百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は20,087百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,473百万円

減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が1,303百万円、短期借入金が692百万円、未払法人税等が78

百万円、賞与引当金が150百万円減少したことによるものであります。固定負債は5,275百万円となり、前連結会

計年度末に比べ537百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が513百万円増加したことによるものであり

ます。

この結果、負債合計は25,362百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,936百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は9,288百万円となり、前連結会計年度末に比べ809百万円減

少いたしました。これは主に利益剰余金が387百万円、為替換算調整勘定が399百万円減少したことによるもので

あります。

この結果、自己資本比率は26.8％（前連結会計年度末は27.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月９日の「2025年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想から変更はありません。

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,438,718 4,759,411

受取手形及び売掛金 13,513,574 9,631,311

電子記録債権 809,584 900,095

商品及び製品 3,867,308 4,332,227

仕掛品 1,142,259 1,401,285

原材料及び貯蔵品 3,002,179 2,921,820

その他 2,656,491 2,152,986

貸倒引当金 △169,444 △160,407

流動資産合計 28,260,671 25,938,730

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 970,925 947,325

土地 2,769,656 2,769,656

その他（純額） 1,623,222 1,621,767

有形固定資産合計 5,363,805 5,338,750

無形固定資産

のれん 823,190 727,035

その他 1,396,738 1,280,341

無形固定資産合計 2,219,929 2,007,377

投資その他の資産

その他 1,594,420 1,407,972

貸倒引当金 △41,816 △41,816

投資その他の資産合計 1,552,604 1,366,156

固定資産合計 9,136,338 8,712,283

資産合計 37,397,010 34,651,014

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,262,194 4,958,806

短期借入金 9,623,762 8,931,018

１年内返済予定の長期借入金 2,434,983 2,479,217

未払法人税等 226,144 147,792

賞与引当金 309,424 159,010

その他 3,704,402 3,411,916

流動負債合計 22,560,911 20,087,762

固定負債

長期借入金 3,877,465 4,390,955

退職給付に係る負債 14,092 13,443

その他 846,503 870,807

固定負債合計 4,738,061 5,275,207

負債合計 27,298,973 25,362,969

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,500,000 2,500,000

資本剰余金 3,456,918 3,447,621

利益剰余金 3,347,091 2,959,652

自己株式 △1,917,647 △1,917,647

株主資本合計 7,386,362 6,989,626

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,382 △3,009

為替換算調整勘定 2,705,650 2,305,728

退職給付に係る調整累計額 － △4,301

その他の包括利益累計額合計 2,702,268 2,298,418

非支配株主持分 9,405 －

純資産合計 10,098,037 9,288,045

負債純資産合計 37,397,010 34,651,014
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 11,184,626 10,469,044

売上原価 9,087,281 8,259,365

売上総利益 2,097,344 2,209,679

販売費及び一般管理費 2,372,764 2,188,190

営業利益又は営業損失（△） △275,419 21,488

営業外収益

受取利息 2,965 10,515

受取配当金 7,687 41,212

為替差益 221,440 －

不動産賃貸料 1,737 1,737

助成金収入 3,656 7,925

受取保険金 10,950 30,154

その他 20,285 16,327

営業外収益合計 268,723 107,872

営業外費用

支払利息 34,844 56,118

為替差損 － 108,079

支払手数料 － 3,480

その他 5,714 7,915

営業外費用合計 40,559 175,593

経常損失（△） △47,255 △46,232

税金等調整前四半期純損失（△） △47,255 △46,232

法人税等 171,096 93,135

四半期純損失（△） △218,352 △139,367

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
859 △626

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △219,211 △138,741

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純損失（△） △218,352 △139,367

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,945 373

為替換算調整勘定 253,932 △399,921

退職給付に係る調整額 － △4,301

その他の包括利益合計 255,877 △403,850

四半期包括利益 37,525 △543,218

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 36,666 △542,591

非支配株主に係る四半期包括利益 859 △626

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成方法）

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（但し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２

項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 227,573千円 234,326千円

のれんの償却額 110,413千円 104,209千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２

映像＆ＩＴ

事業

ロボティクス

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
7,465,286 3,719,339 11,184,626 － 11,184,626

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 7,465,286 3,719,339 11,184,626 － 11,184,626

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 66,509 66,509 △66,509 －

計 7,465,286 3,785,848 11,251,135 △66,509 11,184,626

セグメント損失（△） △86,817 △188,763 △275,580 161 △275,419

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント損失の調整額161千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「映像＆ＩＴ事業」セグメントにおいて、2024年６月30日付で株式会社ブイキューブの緊急対策とフィ

ールドワークの専門領域に特化したＤＸ支援を行うプロフェッショナルワーク事業を譲り受けたことに伴

い、当第１四半期連結会計期間において、のれんが126,979千円発生しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２

映像＆ＩＴ

事業

ロボティクス

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
7,801,668 2,667,376 10,469,044 － 10,469,044

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 7,801,668 2,667,376 10,469,044 － 10,469,044

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 88,517 88,517 △88,517 －

計 7,801,668 2,755,894 10,557,562 △88,517 10,469,044

セグメント利益又は損失
（△）

177,471 △157,174 20,297 1,191 21,488

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額1,191千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「映像＆ＩＴ事業」セグメントにおいて、前連結会計年度において非連結子会社であった株式会社アイ

ネッツコムは、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。これに伴い、のれんが

31,784千円増加しております。

（その他の事項）

重要な訴訟

当社は2024年7月に、株式会社ブイキューブよりプロフェッショナルワーク事業（緊急対策・フィールドワ

ーク事業）を譲り受け、新規事業として開始いたしました。譲受時点で2024年9月のリリースを予定していた

大規模ソフトウェアにおいて想定を超える技術的課題が判明し、リリースを断念しました。この結果、2025年

3月期に当該ソフトウェア関連費用423百万円をソフトウェア仮勘定から全額取り崩し、特別損失として計上い

たしました。

また、譲り受けたソフトウェアの品質が事前に説明された内容と大きく異なっていたため、2025年6月27日

付で株式会社ブイキューブを相手取り、東京地方裁判所に提訴いたしました。今後、公表すべき事項が生じた

場合には、速やかにお知らせいたします。
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